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も簡単な学習である ｢ 慣れ ｣に着目し，フェロモンの繰り返し刺激により形成された ｢ 慣れ ｣によって感度
低下が生じた個体の脳内における生体アミン量の変化を検出し，その関係を考察した。
　本論文は，従来，柔軟性が乏しいといわれてきた昆虫の生得的行動が，セロトニンや一酸化窒素濃度など
の内部状態の変化や，フェロモンの外部環境の状態に依存して，脳内の様々な領域において複数の神経修飾
物質の濃度が変化することにより，行動が柔軟に変容する可能性を示した。このような行動の柔軟性は環境
に適応する上できわめて重要な脳機能であり，今後の脳による行動の解発や行動の調節機構を解明する上で，
重要なデータを提供するものであり，きわめて高く評価できる。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
